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ユニバーサルデザインに配慮した書体・配色を使用しています。

しながわ花海道（東大井一・二丁目、勝島一丁目）しながわ花海道の花壇は、NPO法人しながわ花海道を
中心とした地域の方々が自主管理しています。
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子育て中のパパ・ママを応援します
総合的な待機児童対策
・保育園の新規開設・受け入れ枠拡大
	 平成30年度の拡大枠は過去最大の1,557人の予定
・新規開設園の空きスペースでの1歳児受け入れ
・認可外保育施設保育料助成制度の拡大
・私立保育園等の新規開設支援
・区立保育園の老朽改築・民営化 など

しながわネウボラネットワーク
・産後の家事・育児支援のヘルパー等利用助成
・訪問型産後ケアの実施 など

町会・自治会の活動を支援します
地域の中で際立って活発な活動を行っていると認定さ
れた町会・自治会が行う事業の経費や、町会・自治会
主催で児童が参加可能な事業の経費、および町会・自
治会が総会等で使用する会議室の使用料等について、
一部を補助するなど、町会・自治会への支援の拡充を
図ります。

転居先を探す高齢者も
大家さんも安心！

区内産業の活性化を図ります
中小企業の事業承継をスムーズに

～事業承継設備投資支援～

より安全・安心なまちづくりをめざします
災害時消えない街路灯の設置

～借り手と貸し手をつなぐ、高齢者の
生活支援サービスをはじめます～

女性起業家を対象とした支援プログラム
武蔵小山創業支援センターにおいて、「女性起業家
向け支援プログラム」を開始し、事業ＰＲ経費や
試作品製作費等の経費の助成します。

経営者の高齢化を踏ま
え、事業承継を実施す
る中小企業に設備導入・
更新などの費用の一部
を助成します。

災害時に停電が発生した場合でも点灯する街路灯
を設置し、避難者の安全確保と避難所への誘導を
図ります。

防犯カメラ「みまもる君」で
公園に安全・安心を

地域住民の安全・安心と公園の
安全対策の強化を図るため、区
内の公園を対象に防犯カメラ
（通称「みまもる君」）を設置し
ます。

このほかにも、「予防接種スケジ
ュール管理アプリ」を導入するな
ど、様々な面で子育て支援を進め
ていきます。

しながわ観光大使「シナモロール」で
品川区の魅力を発信します

「シナモロール」が持つ全国的な知名度を最大限に生
かし、区内イベントへの出演やノベルティ等の作成で、
しながわの魅力を発信します。

©2001, 2018 SANRIO CO., LTD.　APPROVAL NO. G590050

安否確認転居支援

生活相談 緊急対応

家主との
相談対応

お金の使いみちが決まりました

特別区税
45,186,500
(25.9%)

特別区交付金
40,600,000
(23.3%)

民生費
87,114,567
(49.9%)

土木費
32,352,031
(18.5%)

教育費
20,025,885
(11.5%)

一般会計 ( 千円 )

歳 出

一般会計 ( 千円 )

歳 入

総務費
17,641,125
(10.1%)

衛生費
11,768,273

(6.7%)

産業経済費
2,908,398
(1.7%)

公債費
1,597,562
(0.9%)

議会費
870,159
(0.5%)

予備費
300,000
(0.2%)

国庫支出金
27,868,544
(16.0%)

繰入金
18,495,357
(10.6%)

都支出金
15,423,517

(8.8%)

地方消費税交付金
8,770,000
(5.0%)

諸収入
4,675,679
(2.7%)

使用料及び手数料
4,141,534
(2.4%)

分担金及び負担金
3,474,203
(2.0%) その他 ( 繰越金など）

5,942,666
(3.4%)

一 般 会 計 予 算

平成30年度予算審査のあらましをお知らせします 

1,745億7,800万円
特別区税

45,186,500
(25.9%)

特別区交付金
40,600,000
(23.3%)

民生費
87,114,567
(49.9%)

土木費
32,352,031
(18.5%)

教育費
20,025,885
(11.5%)

一般会計 ( 千円 )

歳 出

一般会計 ( 千円 )

歳 入

総務費
17,641,125
(10.1%)

衛生費
11,768,273

(6.7%)

産業経済費
2,908,398
(1.7%)

公債費
1,597,562
(0.9%)

議会費
870,159
(0.5%)

予備費
300,000
(0.2%)

国庫支出金
27,868,544
(16.0%)

繰入金
18,495,357
(10.6%)

都支出金
15,423,517

(8.8%)

地方消費税交付金
8,770,000
(5.0%)

諸収入
4,675,679
(2.7%)

使用料及び手数料
4,141,534
(2.4%)

分担金及び負担金
3,474,203
(2.0%) その他 ( 繰越金など）

5,942,666
(3.4%)

特別会計予算総額

722億7,978万6千円

平成30年度一般会計予算の内訳

会　　計 予算額 前年度当初予算額 伸　率

一 般 会 計 174,578,000 164,536,000 6.1%

国民健康保険事業会計 37,962,773 44,269,820 △14.2%

後期高齢者医療特別会計 8,341,264 7,932,711 5.2%

介護保険特別会計 24,475,749 24,939,418 △1.9%

災害復旧特別会計 1,500,000 1,500,000 0.0%

平成30年度予算 （単位：千円）

会　　計 補正額 最終予算額

一 般 会 計 2,596,094 168,138,673

国民健康保険事業会計 △1,780,396 42,489,424

後期高齢者医療特別会計 △308 7,932,403

介護保険特別会計 166,710 25,106,128

平成29年度補正予算 （単位：千円）

　2月 23日の本会議において、予算特別委員会を設置し、平成30年度予算および平成29年
度補正予算の審査を付託しました。慎重審議の結果、すべて原案のとおり可決しました。
　予算の内訳は下記をご覧ください。左ページでは主な事業をご紹介しています。
　予算特別委員会の構成は、以下のとおりです。

　■委員長：大沢 真一　■副委員長：たけうち 忍、飯沼 雅子
　■理事：いながわ 貴之、須貝 行宏、吉田 ゆみこ　■委員：議長を除く全議員
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各会計に対する各会派の賛否
会　　計 結　果 自・未 公　明 共　産 民・無 無　品 ネット
一般会計 可決 賛成 賛成 反対 賛成 賛成 賛成

国民健康保険事業会計 可決 賛成 賛成 反対 賛成 賛成 反対
後期高齢者医療特別会計 可決 賛成 賛成 反対 賛成 賛成 賛成
介護保険特別会計 可決 賛成 賛成 反対 賛成 賛成 賛成
災害復旧特別会計 可決 賛成 賛成 反対 賛成 賛成 賛成

平成30年度予算に対する
各会派の意見表明

※各会派からの原稿どおり掲載しています。

　民進党・無所属クラブは、平成30年度一般会計予算案
をはじめ、各会計予算案全てに賛成致します。
　平成30年度予算案は、一般会計全体では過去最大の
前年度比プラス6.1％となる1745億7800万円となりました。
平成21年度からスタートした長期基本計画の総仕上げと
して計画達成に向け、｢にぎわい｣｢健康｣｢協働｣を強化し、
施策へ積極果敢に取り組む姿勢は評価します。しかし依
然として区民や区内事業者においては経済の回復の実感	
など無く、厳しい経済状況が続いています。経済対策を
はじめ、従来の重点・緊急課題であった防災対策、待機

児童対策、高齢者や障がい者への施策の充実など早期解
決を求めます。またAIやIoT等の活用や情報発信のあり方、	
民泊、羽田空港、働き方、学校教育、東京2020大会など
の新たな課題への積極的な取り組みも求めます。現代社	
会においては、変化のスピードが早く多様なニーズがあ	
り、迅速かつ柔軟な対応・対策が必要であり、ダイバー	
シティの視点も求められています。今回の予算特別委員
会において、我が会派の所属議員が質問の中で指摘・提
案した各項目を真摯に受け止め予算を執行する事を強く
要望して民進党・無所属クラブの意見表明とします。

民進党・無所属クラブ
　平成30年度は平成21年からスタートした品川区長期基
本計画の最終年で、その集大成となる予算編成です。
　今回の予算では、コミュニティＦＭの開局や児童相談
所の開設に向けた体制強化、1557人の受け入れ拡大とな
る総合的な待機児童対策をはじめとした子育て環境の充
実、地域の力を活かすためのボランティアシステムの構
築、区立学校における新たな学事制度の検討開始など私
たち会派がかねてより提案してまいりました政策が予算
化されています。地域の皆様や各種団体の皆様の声とし
て、新年度着実に施策が具体化されることを求めます。

　また、予算審査の中で、自民党・子ども未来の各委員
から要望・提案しました、ふるさと納税に関わる提言、
感染症予防と対策、子育てや介護人材の確保、水辺の利
活用、コミュニティ・スクールの着実な運営、そして東
京2020オリンピック・パラリンピックを契機とした国際
化や観光事業、街づくりや教育などの更なる充実を今後
の施策に活かされることを求めます。
　濱野区長には引き続き強いリーダーシップのもと品川
区政の発展に尽くされるようお願い申し上げ、品川区議
会自民党・子ども未来の意見表明といたします。

品川区議会自民党・子ども未来

　品川区一般会計、国民健康保険事業会計と後期高齢者
医療・介護保険・災害復旧の３特別会計の各予算に賛成
します。法人税と区民税が伸びて一般会計予算は約1746
億円と過去最大の予算となりました。一部の大企業は増
収により社員給与も上がると共に商品やサービスを値上
げしていますが、大半の国民は増税や物価上昇により実
質所得が減り、先行きに不安を抱き節約志向に向かい消
費は停滞しています。中小企業は値上げができず厳しい
経営状況の上に、後継ぎ問題や人手不足により廃業や倒
産は続いています。年金所得だけの高齢者、非正規雇用

者、子育て世帯、一部の正規雇用者などの低所得者層が
増え続け、若年層の貧困や老後破産も急増しています。
区は区内産業の振興対策、大災害に備えた防災対策、待
機児童対策、医療・介護などの高齢者対策等に重点を置
くと共に、低所得者層に対し生活支援を拡充して頂きた
い。特に低賃金で社会を支えている民間の保育士や幼稚
園教諭や介護士の処遇改善は緊急課題で早急に改善する
べきです。加えて、ふるさと納税による累計30億円に上
る減収対策や、シティプロモーションの見直しを行い、
支援が必要とされる分野に予算を回して頂きたい。

無所属品川
　一般会計歳入では、特別区民税が前年度比7.6億円増、
基金を同104億円増加し繰入れるなど、100億円増の1,745
億円となり、これまでの施策と財政の一定の成果が見ら
れます。歳出では、前年度比で高齢者・障がい者・児童
等の福祉予算が15％、教育費も24％増となるなど、積極
的、重点的な予算編成となりました。個別施策では、防
災、産業、教育を始め区民サービスの充実が図られた他、
高齢者支援として民間賃貸住宅転居支援制度や医療介護
の多職種連携等、障がい者支援では高齢障がい者や医療
的ケア支援、支援人材の育成等、子ども・子育て支援で

は各種待機児童対策や高校奨学金返還免除制度、オアシ
スルーム等が導入・拡充された他、多世代交流施設整備
や支え愛・ほっとステーションの充実等が図られ、地域
共生社会実現に向けた施策の展開を評価します。
　今後の区政運営にあっては、新公会計制度の利点を活
かした財政運営を行い、高齢者転居支援対象拡大や特殊
詐欺対策強化、避難所強化や地域危険度改善対策、水辺
利活用と賑わいづくり、インフルエンザ学級閉鎖対策や
私立高校授業料無償化対応、地域共生社会実現への展開
等、会派の提案・意見を反映するよう求めます。

品川区議会公明党

　国民健康保険事業会計は「品川区国民健康保険条例の
一部を改正する条例」を踏まえた予算編成であり、将来
的な皆保険制度の破たんにつながるため反対です。
　次年度実施の品川区障害児者福祉計画遂行において、
障がい児・者施策、特に相談支援事業の課題解決を強く
要望します。障害児・者総合支援施設は、様々な立場の
施設利用者の声に耳を傾け、協議の場を持ち、きめ細か
な配慮のある運営を求めます。また、情報弱者である障
がい者の立場に沿う対応を引き続き要望します。
　区立保育園、小中学校の給食の放射能測定検査の継続

を評価します。今後も産地ではなく数値で選ぶ姿勢で継
続することを求めます。放射能に限らず、様々な化学物
質の子どもたちへの影響については、予防原則を以て対
応することを求めます。
　羽田新ルート案について落下物対策は進めるとしてき
ましたが、最近落下物事故が続き、区民の不安は一層強
まっています。区として「品川区の上空を低空飛行する
ルート案」に反対することを強く求めます。区は地方公
共団体として、地方自治の本旨に則りしっかり対応し、
責任ある姿勢と判断を以て対処することを求めます。

品川・生活者ネットワーク
　一般会計予算1745億円余、基金937億円は過去最高。
暮らし破壊の安倍政治追随から住民の命・くらし守る区
政に転換を求め、以下提案しました。
　●羽田新ルート反対の運動が広がっている中、区長は
２年も前に国に「容認」を表明していたことが明らかに。
区民をあざむき、情報を隠蔽する体質は許せません。新
ルートに反対表明を●区長公約待機児ゼロは実現せず、
認可保育園に入れず不承諾は４年連続約1000人。企業主
導の様々な保育施設は保育の質と保育士の処遇低下を招
く。公立保育園の民営化をやめ、増設を●国保・介護・

後期高齢者医療はトリプル値上げ。厳しい取り立ては止
め、払える国保料に●障害者福祉は23区で最低水準。グ
ループホームや就労支援施設建設を●防災口実の巨大道
路建設で沿道再開発が加速。住民追い出し、街壊し、大
企業利益最優先の超高層再開発ではなく、住宅耐震診断
無料化・耐震改修助成拡充で倒れない燃えないまちづく
りを●小２からの学力テストは競争教育を激化。いじめ・
不登校・教員の多忙化解消へ30人学級の実現を。学校選
択制は中止を●政策決定前の住民説明会の実施、憲法９
条守れなど区民要求に応える区政を。

日本共産党品川区議団
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A 国の就学支援金制度や都の授業料軽減制度と同
様の算定方法を用い、所得制限の判定を行うも
ので、扶養人数に応じて違いはあるものの、年
収の目安として、子2人の4人家族で760万円
未満を想定するものです。

住宅宿泊事業法に基づき、住宅宿泊事業の適正な運営の確保を図るため、民泊事業を
制限する区域を近隣商業地域および商業地域を除く区内の全域、

制限する期間を月曜日の正午から土曜日の正午までと定めるとともに、
民泊事業者等の責務を定めました。

民泊事業の実施を制限する区域や期間などを定めました
第29号議案　品川区住宅宿泊事業の適正な運営の確保に関する条例

品川区のこのようなことが
決まりました

品川区のこのようなことが
決まりました

※上記のうち、主な議案を以下のとおりご紹介します。
　　　なお、本会議の様子はインターネットでご覧になれます。

今回審議した議案等は

　　 区長提出議案 …  43件
　　 請願・陳情………20件

計63件

奨学金制度の充実を図るため、授業料のほか、課外活動等に要する資金に
充てることができる「在学応援資金」を新たに設置するとともに、
「入学準備金」の貸付限度額を40万円に引き上げます。

A 工事説明会等では、高齢者が
集える場ができることに期待
しているとの声がありました。

A 住宅宿泊事業に対する区の相談窓口について
は、品川区保健所生活衛生課が窓口となり、
不安の声に丁寧かつ誠実に対応するとともに、
国による全国共通のコールセンター、庁内関
係課や都、警察・消防とも連携していきたい
と考えています。

高齢者の介護予防や生きがいづくりと在宅子育て世帯の支援を推進するため、
品川区平塚二丁目10番20号に品川区立平塚高齢者多世代交流支援施設

（平塚ゆうゆうプラザ）を新たに開設します。

平塚ゆうゆうプラザを平成31年3月から開設します
第25号議案　品川区立高齢者多世代交流支援施設条例の一部を改正する条例

新たに在学応援資金を設置し、
入学準備金の貸付限度額を引き上げます
第15号議案　品川区奨学金貸付条例の一部を改正する条例

　高齢者を主として、子
育て世代等、多世代の区
民の身近な憩いの場・交
流の場として、地域に開
かれた施設です。

平塚ゆうゆうプラザ完成予想図

高齢者多世代交流支援施設
（ゆうゆうプラザ）とは？

Q 住宅宿泊事業（民泊）に対する区の相談体制は。

委員会での質問

Q 工事説明会等で出された近隣住民の方のご意見は。

委員会での質問

Q 所得制限の具体的な内容は。

委員会での質問

議案審議
−  平成30年第1回定例会  −

会期35日間：２月21日～３月27日
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第１回定例会の議決結果  全会一致で可決した議案

議案番号 件　　　名
3 平成29年度品川区後期高齢者医療特別会計補正予算

11 職員の給与に関する条例の一部を改正する条例

12 職員の旅費に関する条例の一部を改正する条例

13 公益的法人等への職員の派遣等に関する条例

14 品川区中小企業事業資金融資あつ旋条例の一部を改正する条例

15 品川区奨学金貸付条例の一部を改正する条例（７ページに説明を掲載。）

16 品川区立就学前乳幼児教育施設条例の一部を改正する条例

17 品川区保育の実施等に関する条例の一部を改正する条例

18
品川区私立認定こども園、私立幼稚園および特定地域型保育事業の利用者負担額に関する条例の一部を
改正する条例

19 品川介護福祉専門学校修学資金貸付条例の一部を改正する条例

23
品川区指定介護予防支援等の事業の人員および運営ならびに指定介護予防支援等に係る介護予防のため
の効果的な支援の方法の基準等に関する条例の一部を改正する条例

24 品川区指定居宅介護支援等の事業の人員および運営の基準等に関する条例

25 品川区立高齢者多世代交流支援施設条例の一部を改正する条例（７ページに説明を掲載。） 

26 品川区立高齢者住宅条例の一部を改正する条例

27
障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律及び児童福祉法の一部を改正する法律の
施行に伴う関係条例の整理に関する条例

28 品川区後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例

30 品川区営住宅条例の一部を改正する条例

31 品川区立区民住宅条例の一部を改正する条例

32 品川区手数料条例の一部を改正する条例

34 品川区立幼稚園条例の一部を改正する条例

35 幼稚園教育職員の給与に関する条例の一部を改正する条例

36 学校教育職員の給与に関する条例の一部を改正する条例

37 浜川雨水排水管建設工事その 2 ( 浜川公園人孔等整備 )請負契約の変更について

38 東京都後期高齢者医療広域連合規約の変更について

41 職員の退職手当に関する条例の一部を改正する条例

43 教育委員会委員の任命同意について

第１回定例会の議決結果  意見の分かれた議案

議案
番号 件　　　名 結果 自・未

⑽
公 明
⑻

共 産
⑺

民・無
⑸

無 品
⑵

ネット
⑵

無所属議員
（50音順）

⑴ ⑴ ⑴ ⑴

1 平成29年度品川区一般会計補正予算 可決 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※

2 平成29年品川区国民健康保険事業会計補正予算 可決 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※

4 平成29年度品川区介護保険特別会計補正予算 可決 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※

5 平成30年度品川区一般会計予算 可決 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※

6 平成30年度品川区国民健康保険事業会計予算 可決 ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ ○ ※

7 平成30年度品川区後期高齢者医療特別会計予算 可決 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※

8 平成30年度品川区介護保険特別会計予算 可決 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※

9 平成30年度品川区災害復旧特別会計予算 可決 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※

10 品川区職員定数条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ ○ ※

20 品川区介護保険制度に関する条例の一部を改正
する条例 可決 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※

21
品川区指定地域密着型サービスの事業の人員、
設備および運営の基準等に関する条例の一部
を改正する条例

可決 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※

22

品川区指定地域密着型介護予防サービスの事業
の人員、設備および運営ならびに指定地域密着
型介護予防サービスに係る介護予防のための効
果的な支援の方法の基準等に関する条例の一部
を改正する条例

可決 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※

29 品川区住宅宿泊事業の適正な運営の確保に関す
る条例（６ページに説明を掲載。） 可決 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※

33 品川区地区計画等の区域内における建築物の制
限に関する条例のー部を改正する条例 可決 ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ ○ ※

39 指定管理者の指定について(品川区立二葉図書
館ほか６施設の管理) 可決 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※

40 指定管理者の指定について (品川区立南大井図書
館ほか2施設の管理 ) 可決 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※

42 品川区国民健康保険条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ ○ ※

○…賛成　×…反対　(数字 )は所属議員数
　無所属議員は左から氏名の50音順で表記しています。　※…議長のため議決に加わっておりません。
●�会派名は次の略語で記載しています。	
自・未……品川区議会自民党・子ども未来  公明……品川区議会公明党  共産……日本共産党品川区議団  民・無……民進党・無所属クラブ	
無品……無所属品川  ネット……品川・生活者ネットワーク

区議会ホームページをご活用ください

品川区議会ホームページでは、議案の内容や議決結果などを公開しています。ぜひ、ご活用ください。
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未
来
の
品
川
区
に
向
け
て

問
本
年
秋
に
は
区
長
選
挙
が
行
わ
れ
る
。

区
長
は
、
引
き
続
き
４
期
目
区
長
選
に

挑
む
考
え
は
あ
る
の
か
。

答
今
後
も
区
政
の
か
じ
取
り
を
し
っ
か
り

と
行
っ
て
い
き
た
い
。

濱
野
区
長
の
施
政
方
針
を
う
け
て

問
町
会
お
よ
び
自
治
会
の
活
動
活
性
化
の

推
進
に
関
す
る
条
例
は
、
濱
野
区
政
に

お
い
て
今
後
も
語
り
継
が
れ
る
大
き
な

成
果
の
一
つ
だ
が
、
今
後
も
よ
り
き
め

細
か
い
支
援
を
要
望
す
る
。
条
例
化
を

受
け
て
の
地
域
か
ら
の
声
や
行
政
か
ら

の
評
価
は
い
か
が
か
。

答
町
会
・
自
治
会
か
ら
は
、
「
加
入
の
勧

誘
が
や
り
や
す
く
な
っ
た
」
等
と
好
評

を
い
た
だ
い
て
い
る
。
他
の
自
治
体
か

ら
も
多
く
の
視
察
を
受
け
、
先
進
的
な

取
り
組
み
と
の
評
価
を
受
け
て
い
る
。

問
加
入
促
進
に
向
け
て
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
活
用
や
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
伝
達
の
た

め
回
覧
板
ア
プ
リ
等
を
作
成
し
て
は
。

答
現
在
も
区
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
町
会
・

自
治
会
の
紹
介
等
を
掲
載
し
て
お
り
、

よ
り
発
信
で
き
る
よ
う
工
夫
し
て
い
く
。

ま
た
、
町
会
・
自
治
会
ご
と
の
情
報
交

換
が
で
き
る
「
ご
近
所
Ｓ
Ｎ
Ｓ
マ
チ
マ

チ
」
の
利
用
も
予
定
し
て
い
る
。

問
町
会
活
性
化
の
重
点
課
題
と
し
て
、
各

町
会
に
１
つ
の
広
場
、
公
園
の
設
置
を
。

答
様
々
な
世
代
や
地
域
の
要
望
な
ど
を
踏

ま
え
公
園
等
の
整
備
を
推
進
し
て
い
く
。

問
町
会
は
そ
れ
ぞ
れ
特
色
が
あ
り
、
規
模

も
異
な
る
。
き
め
の
細
か
い
助
成
金
制

度
の
創
設
を
求
め
る
。

答
新
規
事
業
応
援
助
成
や
町
会
会
館
賃
料

助
成
な
ど
、
要
望
に
応
じ
た
助
成
を
拡

充
し
て
き
て
い
る
。

問
区
で
は
、
マ
イ
ス
タ
ー
店
の
認
定
を
５

年
に
わ
た
り
行
っ
て
き
た
が
、
平
成
22

年
度
の
最
後
の
認
定
か
ら
７
年
が
過
ぎ
、

新
た
な
店
舗
も
増
え
て
き
た
。
新
た
な

マ
イ
ス
タ
ー
店
の
エ
ン
ト
リ
ー
を
受
け

付
け
て
、
商
業
施
策
に
反
映
さ
せ
て
は

い
か
が
か
。

答
200
店
舗
の
認
定
を
行
っ
た
マ
イ
ス
タ
ー

店
の
後
継
事
業
と
し
て
、
商
店
街
調
査

隊
事
業
や
国
際
化
推
進
お
も
て
な
し
店

渡
部　
　
茂　
議
員

（
自
・
未
）

Ｐ
Ｒ
事
業
な
ど
、
新
た
な
個
店
や
そ
の

魅
力
の
発
掘
を
行
っ
て
い
る
。

問
高
い
技
術
力
で
、
な
く
て
は
な
ら
な
い

部
品
を
製
造
す
る
な
ど
、
魅
力
あ
る
品

川
の
企
業
の
成
形
品
を
品
川
ブ
ラ
ン
ド

と
し
て
認
定
し
、
世
に
広
め
て
は
。

答
区
で
は
、
区
内
企
業
が
自
社
開
発
し
た

製
品
・
技
術
を
「
メ
ー
ド
イ
ン
品
川
」

ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
計
22
件
認
定
し
Ｐ
Ｒ

に
努
め
て
き
た
。
さ
ら
に
平
成
30
年
度

か
ら
は
、
販
路
開
拓
等
を
一
貫
し
て
支

援
す
る
「
社
会
貢
献
製
品
支
援
事
業
」

に
取
り
組
む
予
定
で
あ
る
。

問
残
念
な
が
ら
、
先
日
発
表
さ
れ
た
保
育

園
の
一
次
入
園
審
査
に
お
い
て
不
承
諾

が
生
じ
て
し
ま
っ
た
。
様
々
な
手
法
を

用
い
て
の
、
ま
た
民
間
を
活
用
し
た
待

機
児
解
消
を
訴
え
て
き
た
が
、
区
と
し

て
平
成
30
年
度
に
ど
の
よ
う
な
手
法
を

用
い
て
待
機
児
童
解
消
に
あ
た
る
の
か
。

答
認
可
保
育
園
の
開
設
を
中
心
に
、
空
き

ス
ペ
ー
ス
の
活
用
等
、
様
々
な
事
業
に

よ
り
待
機
児
解
消
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

問
昨
年
、
勝
島
に
区
内
２
つ
目
の
プ
レ
イ

パ
ー
ク
が
開
設
さ
れ
た
。
プ
レ
イ
リ
ー

ダ
ー
や
保
護
者
等
の
支
え
が
あ
っ
て
日

本
一
の
プ
レ
イ
パ
ー
ク
が
で
き
つ
つ
あ

る
。
戸
越
公
園
の
改
修
に
合
わ
せ
荏
原

地
区
に
も
プ
レ
イ
パ
ー
ク
の
開
園
を
。

答
実
現
に
向
け
、
児
童
セ
ン
タ
ー
や
地
域

の
皆
様
と
連
携
し
た
新
し
い
運
営
体
制

を
含
め
検
討
し
て
い
く
。

品
川
の
教
育
に
つ
い
て

問
本
年
４
月
か
ら
全
校
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ス
ク
ー
ル
が
開
始
さ
れ
る
が
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
や
指
導
員
の
確
保
の
た
め
、
得

意
分
野
ご
と
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
人
材
の

デ
ー
タ
バ
ン
ク
化
を
要
望
す
る
。

答
各
校
で
蓄
積
し
た
人
材
情
報
を
学
校
間

で
活
用
し
や
す
い
よ
う
整
理
し
て
い
く
。

問
学
事
制
度
審
議
会
の
答
申
後
、
就
学
児

童
の
増
加
に
伴
う
通
学
区
域
の
変
更
等

が
喫
緊
の
課
題
と
な
る
。
現
在
の
検
討

状
況
は
。

答
こ
の
３
月
に
予
定
さ
れ
る
最
終
答
申
の

趣
旨
に
か
な
う
制
度
設
計
を
、
具
体
的

に
検
討
し
早
急
に
ま
と
め
て
い
く
。

問
各
学
校
に
お
い
て
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
教
育
が
活
発
に
行
わ
れ

て
い
る
が
、
こ
こ
ま
で
の
成
果
は
。

答
自
尊
感
情
の
高
ま
り
や
、
障
害
者
理
解

の
深
ま
り
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

問
本
区
の
特
徴
で
あ
る
英
語
教
育
に
つ
い

て
、
平
成
32
年
度
か
ら
は
教
科
と
し
て

検
定
教
科
書
の
使
用
が
義
務
付
け
ら
れ

る
。
今
ま
で
の
取
り
組
み
へ
の
影
響
は
。

答
５
、
６
年
生
の
年
間
の
授
業
時
数
が
35

時
間
か
ら
50
時
間
、
70
時
間
と
段
階
的

に
増
え
る
こ
と
か
ら
、
デ
ジ
タ
ル
教
材

の
活
用
等
一
層
の
充
実
を
図
っ
て
い
く
。

平成30年第１回定例会では、区政全般について、
４名の議員が代表質問を、６名の議員が一般質問を

行いました。以下、概要をお知らせします。

区政をきく
（代表質問・一般質問）

会派名は次の略語で記載しています。
自・未……品川区議会自民党・子ども未来　公明……品川区議会公明党
共産……日本共産党品川区議団　民・無……民進党・無所属クラブ
無品……無所属品川　ネット……品川・生活者ネットワーク

２
月
21
日（
水
）

渡
部　
　
　
茂　
議
員
（
自
・
未
）

若
林　
ひ
ろ
き　
議
員
（
公　
明
）

南　
　
　
恵
子　
議
員
（
共　
産
）

２
月
22
日（
木
）

石
田　
し
ん
ご　
議
員
（
民
・
無
）

代表質問

２
月
22
日（
木
）

新
妻　
さ
え
子　
議
員
（
公　
明
）

安
藤　
た
い
作　
議
員
（
共　
産
）

高
橋　
　
伸
明　
議
員
（
自
・
未
）

松
永
よ
し
ひ
ろ　
議
員
（
民
・
無
）

浅
野
ひ
ろ
ゆ
き　
議
員
（
公　
明
）

２
月
23
日（
金
）

高
橋　
し
ん
じ　
議
員
（
無
所
属
）

一般質問

代表質問とは
会派を代表した議員が、区長の施政方針や予算編成方針に対して行う
質問を代表質問といいます。通常、第1回定例会で行われます。

一般質問とは
議員個人が、区の行政全般にわたり、区長をはじめとする執行機関に
対して行う質問を一般質問といいます。各定例会で行われます。
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「
国
策
だ
か
ら
甘
受
す
る
」
と
既
に
容

認
し
て
い
た
区
長
に
抗
議
、
羽
田
新
ル

ー
ト
撤
回
は
民
意
、
改
め
て
反
対
表
明

を問
区
長
は
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
、
国

交
省
に
行
き
、
大
臣
、
事
務
次
官
ら
に

会
い
「
国
策
だ
か
ら
甘
受
す
る
な
ら
、

代
わ
り
に
メ
リ
ッ
ト
を
示
し
て
ほ
し

い
」
と
交
渉
し
た
と
発
言
。
２
年
も
前

か
ら
市
街
地
上
空
の
低
空
飛
行
を
容
認

し
て
い
た
事
実
を
隠
し
、
議
会
で
「
計

画
を
了
承
し
た
わ
け
で
は
な
い
」
と
異

な
る
説
明
を
繰
り
返
し
て
き
た
の
は
重

大
。
虚
偽
答
弁
で
は
な
い
か
。

答
新
ル
ー
ト
案
に
つ
い
て
、
国
策
と
し
て

空
港
の
機
能
強
化
に
は
一
定
の
理
解
を

し
て
い
る
が
、
新
ル
ー
ト
案
を
了
承
し

た
も
の
で
は
な
い
。
大
臣
と
の
面
談
は
、

人
口
動
向
、
財
政
に
つ
い
て

問
区
人
口
は
増
加
が
続
い
て
い
る
が
、
将

来
の
人
口
動
向
は
、
今
後
の
行
政
需
要

を
予
測
す
る
上
で
、
最
も
重
要
な
要
因

で
あ
る
。
転
入
・
転
出
要
因
の
把
握
・

分
析
の
手
法
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

答
子
育
て
や
教
育
等
施
策
の
成
果
で
、
転

入
超
過
が
人
口
増
に
つ
な
が
っ
て
い
る

と
見
て
い
る
。
年
齢
層
や
世
帯
構
成
ご

と
に
傾
向
や
理
由
は
異
な
る
と
考
え
て

お
り
、
転
出
入
要
因
の
詳
細
な
分
析
が

今
後
の
施
策
展
開
に
も
つ
な
が
る
こ
と

か
ら
、
転
出
入
の
手
続
の
際
に
そ
の
理

由
を
確
認
で
き
る
手
法
を
検
討
し
、
早

い
段
階
で
調
査
、
分
析
を
進
め
る
。

問
新
公
会
計
制
度
が
導
入
さ
れ
る
が
、
区

民
へ
の
説
明
な
ど
財
政
の
見
え
る
化
、

事
業
の
効
率
性
や
財
源
の
確
保
等
へ
の

平
成
28
年
に
審
議
官
、
事
務
次
官
に
面

会
し
、
区
民
の
不
安
払
拭
に
つ
い
て
具

体
的
な
対
応
を
口
頭
で
求
め
た
。
そ
の

際
、
合
わ
せ
て
大
臣
に
も
伝
え
て
と
要

望
。

公
約
実
現
の
最
終
年　
責
任
持
っ
て
待

機
児
ゼ
ロ
に

問
濱
野
区
長
は
４
年
前
の
区
長
選
挙
で

「
待
機
児
ゼ
ロ
」
を
公
約
。
今
年
は
公

約
実
現
の
最
終
年
。
４
月
の
待
機
児
ゼ

ロ
に
向
け
て
な
ぜ
認
可
保
育
園
を
必
要

数
つ
く
ら
な
い
の
か
伺
う
。
ま
た
、
一

次
の
入
園
申
請
者
数
、
０
才
児
、
１
才

児
、
２
才
児
そ
れ
ぞ
れ
の
不
承
諾
数
を

伺
う
。

答
一
次
の
申
請
は
３
千
636
人
、
不
承
諾
数

は
０
才
児
192
人
、
１
才
児
457
人
、
２
才

児
184
人
な
ど
計
955
人
。
不
承
諾
者
に
は

認
証
保
育
園
や
認
可
外
保
育
施
設
の
保

育
料
助
成
を
案
内
し
て
い
る
。

認
可
保
育
園
の
開
設
に
つ
い
て
は
、
子

育
て
支
援
需
要
の
充
足
等
を
勘
案
。

自
治
体
の
本
旨
は
福
祉
の
増
進
、
23
区

で
最
低
の
福
祉
の
立
て
直
し
を

問
国
保
収
納
率
23
区
中
１
位
と
自
慢
、
差

押
さ
え
は
３
位
。
差
押
さ
え
る
ほ
ど
交

付
金
が
増
え
る
仕
組
み
は
止
め
る
よ
う

都
に
求
め
よ
。
滞
納
相
談
は
、
区
民
を

追
い
つ
め
る
取
立
て
で
は
な
く
、
区
民

が
抱
え
る
困
難
な
生
活
の
解
決
に
一
緒

活
用
は
。

答
新
公
会
計
制
度
を
活
用
す
る
こ
と
で
、

資
産
や
コ
ス
ト
情
報
を
よ
り
迅
速
、
精

緻
に
把
握
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

施
設
の
あ
り
方
や
事
業
評
価
に
活
用
し
、

行
財
政
改
革
、
区
政
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

に
つ
な
げ
て
い
く
。

待
機
児
解
消
対
策
に
つ
い
て

問
乳
幼
児
人
口
と
認
可
保
育
園
を
希
望
す

る
保
護
者
が
増
え
て
い
る
。
待
機
児
解

消
の
今
年
の
見
通
し
は
。
今
後
の
定
員

拡
大
の
見
込
み
は
。

答
現
時
点
で
は
０
歳
児
、
３
歳
児
の
待
機

児
童
は
ほ
ぼ
解
消
す
る
見
込
み
で
あ
る
。

不
承
諾
と
な
っ
た
１
歳
児
対
応
は
、
新

規
開
設
園
の
空
き
ス
ペ
ー
ス
の
活
用
や

認
証
保
育
所
等
の
案
内
を
し
て
い
る
。

今
後
は
、
毎
年
800
人
か
ら
１
千
人
程
度

の
拡
大
が
必
要
と
見
込
ん
で
い
る
。

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

問
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
等
の
増
加
へ
の

対
応
は
。

答
町
会
・
自
治
会
、
民
生
委
員
、
高
齢
者

ク
ラ
ブ
な
ど
の
地
域
に
お
け
る
見
守
り

や
支
え
合
い
を
充
実
し
、
孤
立
し
な
い

よ
う
高
年
者
懇
談
会
や
ほ
っ
と
サ
ロ
ン

活
動
な
ど
へ
の
参
加
や
適
切
な
専
門
機

関
に
つ
な
げ
る
。
支
え
愛
・
ほ
っ
と
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
で
、
日
常
生
活
圏
域
ご
と

に
地
域
課
題
の
抽
出
と
解
決
に
向
け
た

に
当
た
る
と
い
う
姿
勢
に
転
換
す
べ
き
。

答
保
険
料
納
付
に
応
じ
な
い
一
部
の
被
保

険
者
に
は
、
収
入
や
資
産
を
見
て
対
応
。

滞
納
整
理
は
都
の
考
え
方
で
あ
り
、
交

付
金
は
都
が
法
令
に
基
づ
い
て
実
施
し

て
い
る
の
で
、
都
に
や
め
る
よ
う
求
め

る
立
場
で
は
な
い
。

問
障
害
者
施
設
整
備
も
大
き
く
遅
れ
、
23

区
で
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
20
位
、
精
神
障

害
22
位
、
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
21
位
。

林
試
の
森
公
園
隣
や
荏
原
四
中
跡
な
ど

に
整
備
を
求
め
る
。

答
林
試
の
森
公
園
隣
の
国
有
地
な
ど
に
、

賑
わ
い
や
防
災
機
能
、
子
育
て
支
援
や

福
祉
な
ど
も
含
め
た
活
用
を
検
討
。

過
去
の
災
害
の
教
訓
に
学
び
、
被
害
を

未
然
に
防
ぐ
予
防
第
一
の
防
災
対
策
に

転
換
を

問
予
防
対
策
の
強
化
こ
そ
防
災
対
策
の
基

本
で
あ
り
、
区
の
責
務
で
は
な
い
か
。

ま
た
、
災
害
弱
者
と
い
わ
れ
る
障
害
者

や
高
齢
者
を
対
象
に
し
た
予
防
対
策
を

早
急
に
進
め
る
べ
き
。

答
予
防
対
策
は
、
自
助
、
共
助
、
公
助
を

相
互
に
連
携
・
協
力
し
、
災
害
に
対
応

す
る
こ
と
が
重
要
な
の
で
特
定
対
策
に

偏
る
こ
と
な
く
取
り
組
む
。

避
難
行
動
要
支
援
者
の
個
別
計
画
の
作

成
は
、
区
の
職
員
で
は
な
く
、
実
際
に

避
難
を
支
援
す
る
地
域
の
方
々
が
主
体

話
し
合
い
を
進
め
、
地
域
・
行
政
・
関

係
団
体
の
包
括
的
・
継
続
的
な
支
援
体

制
の
整
備
を
進
め
る
。

地
域
共
生
社
会
に
つ
い
て

問
高
齢
者
、
障
が
い
者
、
子
ど
も
を
地
域

で
支
え
合
う
地
域
共
生
社
会
へ
の
取
り

組
み
は
。
モ
デ
ル
事
業
の
実
施
を
。

答
分
野
毎
の
個
別
支
援
制
度
が
成
熟
す
る

一
方
、
制
度
の
は
ざ
ま
を
埋
め
る
た
め

に
、
縦
割
り
か
ら
丸
ご
と
へ
の
転
換
や

区
民
や
地
域
も
地
域
づ
く
り
に
参
画
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
本
人
を

中
心
に
関
係
機
関
が
連
携
し
支
援
し
て

い
く
仕
組
み
の
構
築
や
地
域
の
支
え
合

い
を
基
盤
に
し
た
地
域
づ
く
り
を
推
進

し
て
い
く
。
ま
た
、
旧
小
山
台
住
宅
等

の
活
用
は
、
地
域
の
に
ぎ
わ
い
や
防
災

機
能
の
強
化
と
と
も
に
、
子
育
て
支
援

や
福
祉
な
ど
も
含
め
た
複
合
施
設
を
検

討
し
て
お
り
、
地
域
共
生
社
会
の
理
念

に
も
資
す
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

受
動
喫
煙
に
つ
い
て

問
屋
外
の
受
動
喫
煙
防
止
の
強
化
を
。

答
パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
の
な
い
指
定
喫
煙
所

の
う
ち
、
大
崎
駅
西
口
な
ど
５
か
所
は
、

歩
道
幅
が
狭
い
な
ど
、
設
置
が
困
難
な

た
め
、
白
線
を
引
き
喫
煙
可
能
エ
リ
ア

を
明
示
し
、
巡
回
指
導
員
の
指
導
を
強

化
し
て
い
る
。
パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
は
可

能
な
限
り
設
置
す
る
考
え
で
、
往
来
の

と
な
っ
て
作
成
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
。

国
会
発
議
が
狙
わ
れ
る
今
、
区
長
は
９

条
改
憲
に
反
対
表
明
を

問
戦
争
は
、
住
民
福
祉
を
根
底
か
ら
破
壊

す
る
も
の
。
住
民
福
祉
の
増
進
を
本
旨

と
す
る
地
方
自
治
体
の
役
割
か
ら
も
反

対
表
明
す
る
よ
う
求
め
る
。

答
外
交
・
防
衛
は
国
の
責
任
。
憲
法
に
関

し
て
も
国
会
で
議
論
す
る
こ
と
で
、
一

自
治
体
の
首
長
と
し
て
の
私
が
見
解
を

述
べ
る
こ
と
は
差
し
控
え
る
べ
き
。
区

は
、
住
民
福
祉
の
増
進
を
図
る
こ
と
が

基
本
。

［
そ
の
他
の
質
問
］

　
・
暮
ら
し
破
壊
の
安
倍
政
治
追
随
か
ら
住

民
の
命
・
暮
ら
し
守
る
区
政
に
転
換
を

比
較
的
少
な
い
大
崎
駅
東
口
は
設
置
を

検
討
し
て
い
る
。
ま
た
、
区
内
全
域
で
、

マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
の
観
点
か
ら
啓
発
事
業

を
来
年
度
よ
り
新
た
に
実
施
す
る
予
定

で
あ
る
。
望
ま
な
い
受
動
喫
煙
を
防
止

す
る
た
め
の
対
策
を
適
切
に
進
め
て
い

け
る
よ
う
準
備
・
対
応
し
て
い
く
。

学
校
選
択
制
と
品
川
教
育
に
つ
い
て

問
隣
接
す
る
学
校
を
選
択
で
き
る
よ
う
に

す
る
方
向
で
選
択
制
の
見
直
し
が
進
め

ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
メ
リ
ッ
ト
、
デ

メ
リ
ッ
ト
は
。
保
護
者
や
地
域
の
理
解

促
進
を
。

答
遠
距
離
通
学
が
な
く
な
る
こ
と
で
、
登

下
校
時
の
安
全
確
保
が
図
ら
れ
る
と
考

え
る
。
ま
た
、
品
川
教
育
ル
ネ
サ
ン
ス

の
柱
「
地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校
づ
く

り
」
の
趣
旨
に
沿
い
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
地
域
と
の
結
び
つ
き
を
強
め
る
も
の

と
考
え
る
。
一
方
、
就
学
人
口
の
動
向

に
よ
り
抽
選
校
が
解
消
で
き
な
い
な
ど

の
課
題
も
想
定
さ
れ
る
。
保
護
者
や
地

域
へ
は
、
十
分
な
情
報
提
供
や
町
会
長

会
議
で
の
説
明
な
ど
、
丁
寧
な
周
知
に

努
め
、
よ
り
一
層
理
解
を
深
め
て
い
た

だ
け
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

［
そ
の
他
の
質
問
］

　
・
区
政
運
営
に
つ
い
て

　
・
公
園
等
ト
イ
レ
の
洋
式
化
に
つ
い
て

　
・
住
宅
の
耐
震
化
に
つ
い
て

若
林
ひ
ろ
き　
議
員

（
公　
明
）

南　
　
恵
子　
議
員

（
共　
産
）
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教
育
に
つ
い
て

問
文
部
科
学
省
は
小
学
校
に
お
け
る
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
を
、
平
成
32
年
か
ら

必
修
化
す
る
と
発
表
し
た
が
、
先
駆
的

に
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
を
進
め
て
き

た
京
陽
小
学
校
で
の
成
果
と
課
題
は
。

答
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
通
し
て
筋
道
を
立

て
て
考
え
を
発
表
す
る
活
動
に
よ
り
、

自
分
の
考
え
に
自
信
を
持
ち
、
話
し
合

い
活
動
に
積
極
的
に
参
加
す
る
な
ど
、

主
体
的
に
学
ぶ
子
ど
も
の
姿
が
見
ら
れ

た
。
一
方
、
各
教
科
の
狙
い
に
即
し
て

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
を
ど
の
よ
う
に

位
置
づ
け
る
か
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

問
必
修
化
に
当
た
り
、
指
導
・
支
援
員
が

不
足
し
な
い
よ
う
、
地
域
や
民
間
の
力

を
か
り
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
を
配
置
す
る

こ
と
も
必
要
と
考
え
る
が
、
所
見
を
。

答
学
校
地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
学
校

と
企
業
を
つ
な
げ
、
実
践
し
て
い
る
例

も
あ
り
、
モ
デ
ル
校
で
の
外
部
講
師
の

活
用
と
と
も
に
、
各
校
へ
情
報
提
供
し

て
い
く
。

視
覚
障
が
い
者
及
び
弱
視
者
の
意
思
疎

通
支
援
に
つ
い
て

問
代
読
・
代
筆
支
援
は
、
障
が
い
者
に
と

ど
ま
ら
ず
、
高
齢
者
な
ど
日
常
生
活
で

読
み
書
き
に
不
自
由
の
あ
る
方
に
は
欠

か
せ
な
い
。
区
役
所
や
地
域
セ
ン
タ
ー

の
窓
口
で
守
秘
義
務
を
守
る
た
め
に
取

り
組
ん
で
い
る
こ
と
は
何
か
。

答
カ
ウ
ン
タ
ー
の
仕
切
り
板
や
、
相
談
の

内
容
に
応
じ
て
個
別
ブ
ー
ス
を
活
用
す

る
な
ど
配
慮
を
し
て
い
る
。
ま
た
、
平

成
30
年
度
に
は
、
会
話
を
第
三
者
に
聞

き
取
り
に
く
く
す
る
ス
ピ
ー
チ
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
機
器
を
地
域
セ
ン
タ
ー
３
か
所

に
モ
デ
ル
的
に
導
入
す
る
予
定
で
あ
る
。

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
た

防
災
対
策
強
化
に
つ
い
て

問
男
女
共
同
参
画
の
視
点
を
反
映
し
た
避

難
所
運
営
の
具
体
例
と
し
て
、
母
子
世

帯
、
子
ど
も
に
配
慮
し
た
エ
リ
ア
の
設

定
等
を
反
映
す
る
た
め
の
取
り
組
み
は
。

答
全
て
の
避
難
所
に
専
門
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

を
派
遣
し
て
施
設
を
確
認
し
た
上
で
、

要
配
慮
者
や
女
性
等
、
多
様
な
視
点
へ

の
配
慮
を
含
む
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
、

現
行
の
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
改

定
に
反
映
し
て
い
く
。

超
高
層
再
開
発
は
区
民
の
願
い
で
は
な

い
。
住
友
や
三
井
な
ど
大
企
業
の
儲
け

の
た
め
の
街
壊
し
は
止
め
よ

問
区
は
一
握
り
の
大
手
不
動
産
会
社
と
組

ん
で
超
高
層
再
開
発
を
進
め
、
日
照
、

風
害
や
都
市
イ
ン
フ
ラ
の
パ
ン
ク
、
住

民
の
分
断
ま
で
も
た
ら
し
て
い
る
自
覚

が
あ
る
の
か
。

答
大
崎
駅
西
口
Ｆ
南
地
区
は
、
木
造
密
集

地
域
。
道
路
も
狭
い
。
こ
の
問
題
を
解

決
す
る
た
め
に
再
開
発
を
行
う
。
そ
れ

が
地
域
の
将
来
に
と
っ
て
も
有
益
な
こ

と
だ
と
考
え
て
い
る
。

防
災
と
偽
り
、
住
民
が
望
ま
な
い
道
路

に
882
億
円
の
税
金
投
入
。
特
定
整
備
路

線
を
推
進
す
る
区
長
の
責
任
を
問
う

問
29
号
線
な
ど
、
こ
の
道
路
は
区
長
が
進

め
ろ
と
言
っ
た
か
ら
進
み
、
住
民
は
追

い
出
さ
れ
、
苦
し
ん
で
い
る
。
な
ぜ
区

長
は
自
ら
手
を
挙
げ
た
の
か
。

答
東
京
都
に
よ
っ
て
木
密
地
域
不
燃
化
10

年
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
策
定
さ
れ
た
。
区

は
都
と
連
携
し
て
早
期
に
こ
う
し
た
地

域
課
題
を
解
決
す
る
こ
と
が
重
要
だ
と

考
え
て
い
る
。

教
員
の
や
り
が
い
と
命
を
削
る
多
忙
化

を
解
消
し
、
子
ど
も
に
豊
か
な
教
育
を

問
区
の
タ
イ
ム
カ
ー
ド
は
休
日
出
勤
で
は

エ
ラ
ー
と
な
る
。
休
日
出
勤
を
把
握
す

る
た
め
に
タ
イ
ム
カ
ー
ド
を
打
刻
で
き

る
よ
う
に
す
べ
き
。

答
土
日
授
業
日
等
の
タ
イ
ム
カ
ー
ド
に
よ

る
勤
務
時
間
管
理
以
外
の
在
校
に
つ
い

て
は
、
一
律
に
勤
務
と
は
言
え
な
い
も

の
も
あ
る
。
教
員
か
ら
の
報
告
の
徹
底

な
ど
、
適
切
に
在
校
時
間
を
把
握
す
る

こ
と
は
大
切
。

［
そ
の
他
の
質
問
］

　
・
区
営
住
宅
増
設
と
家
賃
助
成
を

新
妻
さ
え
子　
議
員（公　

明
）

安
藤
た
い
作　
議
員（共　

産
）

税金も投入され広がる超高層再開発
（撮影 : 質問者）

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
に
つ
い
て

問
区
の
ご
み
対
策
へ
の
取
り
組
み
は
？

答
ポ
イ
捨
て
防
止
の
た
め
、
多
言
語
対
応

を
し
て
啓
発
に
努
め
る
。

問
羽
田
空
港
機
能
強
化
に
つ
い
て
今
後
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
？
騒
音
・
落
下
物
対

策
な
ど
国
・
都
と
の
連
携
は
？
ま
た
飛

行
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
提
案
す

る
が
考
え
は
？

答
具
体
的
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
示
さ
れ
て

い
な
い
。
都
と
連
携
し
て
区
民
の
不
安

を
払
拭
す
る
よ
う
国
に
求
め
、
試
験
飛

行
に
お
い
て
も
引
き
続
き
実
施
を
国
に

求
め
て
い
く
。

問
区
民
優
先
や
子
ど
も
た
ち
の
招
待
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
区
民
の
参
加
に
向
け

て
の
取
り
組
み
は
？

答
し
な
が
わ
サ
ポ
ー
タ
ー
を
編
成
し
て
機

運
醸
成
に
取
り
組
み
、
競
技
連
盟
と
連

携
し
区
民
へ
の
招
待
席
や
入
場
時
の
エ

ス
コ
ー
ト
キ
ッ
ズ
等
要
望
し
て
い
る
。

問
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
成
功
に
向
け
て
の

取
り
組
み
は
？

答
体
験
教
室
や
国
際
大
会
の
開
催
な
ど
を

行
い
成
功
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

問
感
染
症
対
策
に
つ
い
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
従
事
者
や
小
中
学
生
に
対
す
る
ワ
ク

チ
ン
接
種
助
成
や
啓
発
等
の
取
り
組
み

を
す
る
べ
き
で
は
？

答
接
種
率
の
向
上
に
努
め
、
医
師
会
等
関

係
機
関
と
連
携
し
て
い
く
。

防
災
対
策
に
つ
い
て

問
避
難
所
マ
ニ
ュ
ア
ル
改
訂
に
向
け
て
ど

の
よ
う
に
女
性
や
障
が
い
者
等
の
視
点

を
盛
り
込
む
の
か
？

答
専
門
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
派
遣
し
て
様
々

な
視
点
を
反
映
さ
せ
更
新
す
る
。

問
今
後
ど
う
災
害
協
定
を
結
ぶ
の
か
？

答
現
在
の
協
定
を
維
持
し
つ
つ
相
互
援
助

協
定
に
よ
ら
な
い
受
援
の
仕
組
み
に
つ

い
て
も
活
用
し
て
い
き
た
い
。

問
観
光
客
や
外
国
人
へ
の
対
応
は
？

答
滞
在
で
き
な
い
方
は
帰
宅
困
難
者
向
け

の
施
設
に
収
容
す
る
。
外
国
人
へ
は
外

国
語
に
よ
る
災
害
情
報
を
提
供
す
る
。

問
ペ
ッ
ト
対
策
を
ど
う
し
て
い
く
の
か
？

答
講
座
を
引
き
続
き
開
催
し
啓
発
、
避
難

石
田
し
ん
ご　
議
員

（
民
・
無
）

所
へ
の
受
け
入
れ
体
制
を
具
体
化
す
る
。

区
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
つ
い
て

問
情
報
発
信
に
つ
い
て
見
せ
方
や
タ
ー
ゲ

テ
ィ
ン
グ
を
ど
の
よ
う
に
行
う
の
か
？

答
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
ア
プ
リ
を
活
用
し
伝
え
る
対

象
や
内
容
に
よ
り
メ
デ
ィ
ア
を
適
切
に

選
択
し
な
が
ら
重
層
的
に
伝
え
て
い
る
。

問
Ａ
Ｉ
や
Ｉ
ｏ
Ｔ
等
の
活
用
や
取
り
組
み

強
化
を
す
る
べ
き
と
思
う
が
考
え
は
？

答
専
門
的
知
見
も
活
用
し
な
が
ら
研
究
を

進
め
て
い
く
。

問
今
後
、
利
用
の
多
い
期
日
前
投
票
に
ど

う
取
り
組
む
の
か
？

答
受
付
方
法
の
見
直
し
に
よ
る
待
ち
時
間

の
短
縮
な
ど
を
行
い
、
利
用
率
向
上
に

努
め
て
い
く
。

問
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
、
寄
附
し
て

も
ら
え
る
よ
う
ど
う
取
り
組
む
の
か
？

答
地
域
振
興
基
金
へ
の
寄
附
を
対
象
に
加

え
る
な
ど
工
夫
し
て
い
く
。

問
区
が
設
置
し
て
い
る
Ｗ
ｉ
‐
Ｆ
ｉ
の
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
は
？

答
暗
号
通
信
、
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
、
ウ
イ

ル
ス
対
策
等
を
施
し
て
い
る
。

福
祉
・
子
育
て
に
つ
い
て

問
今
後
の
待
機
児
童
対
策
、
ニ
ー
ズ
の
把

握
や
在
宅
子
育
て
支
援
に
つ
い
て
、
ど

の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
？

答
保
護
者
の
意
向
調
査
を
行
い
、
在
宅
子

育
て
支
援
も
検
討
す
る
。

問
障
が
い
者
雇
用
に
つ
い
て
、
企
業
へ
ど

の
よ
う
な
支
援
を
行
っ
て
い
る
の
か
？

答
情
報
提
供
や
職
業
指
導
な
ど
様
々
な
相

談
に
対
応
し
、
支
援
し
て
い
く
。

問
働
く
世
代
の
が
ん
患
者
の
復
職
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
？

答
社
員
の
健
康
管
理
の
重
要
性
を
訴
え
、

正
し
い
知
識
を
得
ら
れ
る
よ
う
普
及
啓

発
を
行
い
、
理
解
を
進
め
て
い
き
た
い
。

教
育
に
つ
い
て

問
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
に
つ
い
て
、
外

部
人
材
の
活
用
を
含
め
、
ど
の
よ
う
に

取
り
組
む
の
か
？

答
平
成
30
年
度
か
ら
６
校
で
推
進
し
、
外

部
講
師
や
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
用

も
含
め
て
全
校
展
開
に
活
か
し
て
い
く
。

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
の
取
り
組
み

問
働
き
方
改
革
を
進
め
る
企
業
に
対
し
て

の
支
援
の
取
り
組
み
は
？

答
改
革
に
取
り
組
む
企
業
に
対
し
て
奨
励

金
を
交
付
す
る
な
ど
拡
充
を
図
る
。

公
契
約
に
つ
い
て

問
今
後
の
公
契
約
の
取
り
組
み
は
？

答
新
た
な
仕
組
み
を
検
討
し
て
い
く
。

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

問
五
反
田
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、
地

域
住
民
は
も
ち
ろ
ん
、
在
勤
在
学
の
方

の
声
も
反
映
す
る
べ
き
と
考
え
る
が
？

答
五
反
田
駅
周
辺
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の

中
で
検
討
し
て
い
く
。
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品
川
区
に
お
け
る
ド
ロ
ー
ン
の
活
用
に

つ
い
て

問
ド
ロ
ー
ン
は
、
将
来
的
に
災
害
時
の
情

報
収
集
、
避
難
誘
導
等
の
有
効
な
手
段

に
な
る
と
期
待
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま

で
の
ド
ロ
ー
ン
に
関
す
る
情
報
収
集
の

結
果
や
調
査
状
況
は
。

答
災
害
時
に
お
け
る
情
報
収
集
に
つ
い
て

は
上
空
か
ら
の
精
密
な
画
像
の
伝
送
技

術
が
確
立
し
、
避
難
誘
導
に
つ
い
て
も
、

昨
年
、
新
宿
区
で
音
声
に
よ
る
実
証
実

験
が
行
わ
れ
た
。
今
後
も
技
術
の
実
用

性
や
開
発
動
向
を
注
視
し
て
い
く
。

問
区
内
の
水
辺
等
の
空
撮
動
画
を
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
品
川
等
で
放
送
す
る
な
ど
、

ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し
た
区
の
魅
力
発
信

の
取
り
組
み
を
実
施
し
て
は
。

答
ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し
た
空
撮
動
画
に
よ

る
観
光
Ｐ
Ｒ
は
有
効
と
認
識
し
て
お
り
、

Ｐ
Ｒ
動
画
等
を
制
作
す
る
際
に
は
最
適

な
撮
影
手
法
等
を
検
討
し
て
い
く
。

胃
が
ん
検
診
に
つ
い
て

問
区
が
本
年
６
月
か
ら
開
始
す
る
胃
が
ん

内
視
鏡
検
査
は
、
胃
の
内
部
の
病
変
を

発
見
し
や
す
く
ピ
ロ
リ
菌
感
染
も
判
別

可
能
と
い
わ
れ
て
い
る
。
内
視
鏡
検
査

に
よ
る
胃
が
ん
リ
ス
ク
軽
減
策
に
つ
い

て
見
解
を
。

答
胃
が
ん
内
視
鏡
検
診
で
ピ
ロ
リ
菌
感
染

等
が
疑
わ
れ
る
所
見
が
あ
れ
ば
、
医
師

の
判
断
に
お
い
て
除
菌
治
療
等
が
行
わ

れ
て
い
く
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

問
ピ
ロ
リ
菌
を
若
い
う
ち
に
除
菌
す
れ
ば
、

胃
が
ん
発
症
の
可
能
性
が
低
く
す
る
こ

と
に
つ
な
が
る
。
ま
た
、
ピ
ロ
リ
菌
感

染
の
９
割
が
家
族
か
ら
の
感
染
と
言
わ

れ
て
い
る
。
成
人
式
や
乳
幼
児
の
健
康

診
査
等
で
、
ピ
ロ
リ
菌
の
危
険
性
や
感

染
経
路
等
の
周
知
啓
発
を
行
っ
て
は
。

答
成
人
式
の
配
布
チ
ラ
シ
に
ピ
ロ
リ
菌
と

胃
が
ん
に
関
す
る
説
明
文
を
加
え
、
乳

幼
児
健
診
で
は
乳
幼
児
期
の
口
移
し
等

を
避
け
る
よ
う
啓
発
を
行
っ
て
い
る
。

子
ど
も
た
ち
を
守
る
安
全
・
安
心
な
体

制
整
備
に
つ
い
て

問
事
件
の
情
報
が
学
校
の
保
護
者
だ
け
で

な
く
見
守
り
隊
等
の
地
域
の
方
に
も
届

く
よ
う
情
報
共
有
の
強
化
を
図
っ
て
は
。

答
重
要
事
件
発
生
時
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等

も
活
用
し
て
情
報
を
発
信
し
て
い
る
。

教
育
に
つ
い
て

問
策
定
中
の
品
川
区
立
学
校
教
育
要
領
は
、

今
後
の
品
川
区
の
教
育
の
在
り
方
に
重

要
な
も
の
だ
が
、
区
民
や
議
会
に
対
し
、

中
間
報
告
を
行
わ
な
か
っ
た
。
理
由
は
。

答
必
須
と
は
考
え
て
い
な
い
が
、
様
々
な

立
場
の
方
か
ら
意
見
を
聴
取
し
て
い
る
。

問
今
年
度
実
施
の
２
〜
９
年
生
対
象
の
学

力
定
着
度
調
査
は
、
区
立
学
校
全
体
と

し
て
の
実
施
結
果
の
総
括
や
分
析
等
の

区
民
や
議
会
へ
報
告
が
な
い
。
そ
の
理

由
と
報
告
を
求
め
る
。

答
目
的
は
、
自
校
の
課
題

と
解
決
策
を
明
確
に
し
、

経
年
で
把
握
し
、
指
導

に
活
か
す
こ
と
で
、
対
外
的
な
公
表
を

主
眼
と
し
て
い
な
い
。

問
浜
川
中
敷
地
内
に
マ
イ
ス
ク
ー
ル
（
不

登
校
生
徒
指
導
等
。
３
ヶ
所
目
）
が
新

設
さ
れ
る
が
、
荏
原
地
区
に
も
新
設
を
。

答
五
反
田
へ
の
通
学
が
可
能
と
考
え
る
。

問
特
別
支
援
教
育
に
関
し
、
伊
丹
市
が
実

施
し
て
い
る
①
教
員
向
け
指
導
資
料
作

成
、
②
区
立
幼
稚
園
、
保
育
園
、
学
校

内
へ
指
導
主
事
等
が
出
張
し
て
の
研
修

実
施
、
③
区
立
幼
稚
園
の
拠
点
校
で
の

通
級
指
導
の
実
施
を
提
案
す
る
。

答
①
事
例
集
等
の
作
成
を
行
う
。
②
関
係

課
と
の
調
整
を
進
め
る
。
③
他
自
治
体

の
取
り
組
み
等
の
情
報
収
集
を
行
う
。

問
品
川
区
議
会
が
私
立

品
川
女
子
学
院
の
中

１
生
と
実
施
し
た
意

見
交
換
会
を
区
立
小

中
学
校
で
も
実
施
を
。

答
今
後
の
研
究
課
題
で
あ
る
。

ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
つ
い
て

問
八
潮
に
新
設
の
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
場
で

Ｂ
Ｍ
Ｘ
（
バ
イ
シ
ク
ル
モ
ト
ク
ロ
ス
）

の
利
用
を
と
い
う
区
民
の
声
が
あ
る
。

答
関
係
団
体
か
ら
安
全

面
等
の
意
見
を
聞
き
、

研
究
中
で
あ
る
。

［
そ
の
他
の
質
問
］

　
・
予
算
編
成
過
程
公
開
に
つ
い
て
。

　
・
Ｒ
Ｐ
Ａ
（
ロ
ボ
ッ
ト
に
よ
る
業
務
自
動

　
　
化
）
の
導
入
に
よ
る
区
の
業
務
効
率
化

　
　
に
つ
い
て
。

　
・
区
議
会
事
務
局
の
調
査
業
務
能
力
ア
ッ

　
　
プ
の
た
め
に
職
員
増
員
に
つ
い
て
。

浅
野
ひ
ろ
ゆ
き　
議
員

（
公　
明
）

高
橋
し
ん
じ　
議
員（無

所
属
）

防
災
に
つ
い
て

問
京
浜
運
河
か
ら
西
方
面
に
は
多
数
の
津

波
避
難
施
設
が
あ
る
が
、
東
方
面
に
は

見
ら
れ
な
い
。
海
抜
の
低
い
地
域
に
一

時
避
難
が
で
き
る
設
備
の
建
設
な
ど
、

津
波
対
策
を
推
し
進
め
て
は
い
か
が
か
。

答
想
定
さ
れ
る
海
抜
2.61
メ
ー
ト
ル
の
最
大

津
波
高
に
対
し
て
は
高
潮
防
潮
堤
に
よ

り
対
応
が
可
能
で
あ
り
、
区
内
の
ほ
と

ん
ど
の
水
辺
で
整
備
が
完
了
し
て
い
る
。

問
旗
の
台
四
丁
目
、
中
延
五
丁
目
は
木
密

地
域
で
、
不
燃
化
特
区
支
援
制
度
の
対

象
町
会
だ
が
、
老
朽
住
宅
の
解
体
を
行

っ
た
お
宅
は
ど
の
く
ら
い
あ
る
の
か
。

ま
た
、
全
て
の
区
立
学
校
、
幼
稚
園
の

耐
震
工
事
が
終
了
し
た
が
、
火
災
に
対

す
る
対
応
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

答
こ
の
地
区
に
お
け
る
建
築
の
除
却
件
数

は
57
軒
で
あ
る
。
ま
た
、
学
校
、
幼
稚

園
は
、
全
て
建
築
基
準
法
の
基
準
を
満

た
し
た
耐
火
建
築
物
と
な
っ
て
い
る
。

問
マ
ン
ホ
ー
ル
ふ
た
の
劣
化
、
整
備
不
良

に
よ
っ
て
、
大
雪
や
ゲ
リ
ラ
豪
雨
な
ど

の
際
、
様
々
な
事
故
が
起
き
て
い
る
。

耐
用
年
数
を
超
え
た
マ
ン
ホ
ー
ル
ふ
た

は
ど
の
く
ら
い
あ
る
の
か
。
ま
た
、
交

換
等
の
対
応
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

答
区
内
に
は
下
水
道
の
マ
ン
ホ
ー
ル
が
約

１
万
３
千
個
あ
り
、
都
が
維
持
管
理
し

て
い
る
。
磨
耗
等
の
状
況
に
応
じ
て
都

が
計
画
的
に
交
換
し
て
お
り
、
３
分
の

２
の
マ
ン
ホ
ー
ル
を
飛
散
防
止
型
の
ふ

た
に
交
換
し
た
と
聞
い
て
い
る
。

問
災
害
発
生
時
に
お
い
て
は
、
し
な
が
わ

中
央
公
園
を
拡
張
し
た
防
災
拠
点
の
ヘ

リ
ポ
ー
ト
を
有
効
に
使
い
、
協
力
し
て

い
た
だ
く
自
衛
隊
等
と
の
連
絡
調
整
が

一
番
重
要
で
あ
る
。
ヘ
リ
ポ
ー
ト
横
の

中
小
企
業
セ
ン
タ
ー
で
、
区
と
自
衛
隊

の
連
携
の
重
要
性
を
説
明
す
る
展
示
を

行
っ
て
は
い
か
が
か
。

答
防
災
フ
ェ
ア
を
ヘ
リ
ポ
ー
ト
の
あ
る
多

目
的
広
場
で
開
催
し
、
活
動
紹
介
の
ほ

か
、
車
両
展
示
や
炊
き
出
し
を
行
い
、

自
衛
隊
と
の
連
携
の
重
要
性
を
広
く
区

民
に
周
知
し
て
い
る
。

［
そ
の
他
の
質
問
］

　
・
心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
つ
い
て

　
・
餅
つ
き
大
会
の
衛
生
に
つ
い
て

　
・
品
川
か
ぶ
に
つ
い
て

福
祉
施
策
に
つ
い
て

問
認
知
症
の
症
状
が
あ
る
方
が
認
知
症
の

方
を
介
護
す
る
認
認
介
護
は
、
急
速
な

高
齢
化
の
中
で
今
後
ま
す
ま
す
増
え
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
し
か
し
、
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
の
壁
な
ど
が
原
因
と
な
り
、

認
認
介
護
の
現
状
把
握
は
十
分
な
も
の

と
な
っ
て
い
な
い
。
区
の
状
況
把
握
は

ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
る
の
か
。

答
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
訪
問
す
る
際
に
、

本
人
だ
け
で
な
く
家
族
の
状
況
も
聞
き

取
っ
た
う
え
で
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
行
い
、

認
認
介
護
の
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
は

適
切
な
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

問
社
会
か
ら
孤
立
化
し
て
し
ま
っ
た
中
高

年
の
ひ
き
こ
も
り
の
方
々
に
、
再
び
社

会
参
画
し
て
も
ら
う
こ
と
は
、
本
人
の

た
め
に
も
、
社
会
、
区
の
た
め
に
も
大

変
重
要
な
こ
と
で
あ
る
。
区
の
施
策
は
。

答
ひ
き
こ
も
り
が
ち
な
高
齢
者
に
対
し
て
、

高
齢
者
外
出
習
慣
化
事
業
を
通
じ
て
外

出
の
機
会
を
増
や
し
、
地
域
に
お
け
る

仲
間
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
る
。

問
昨
年
末
の
厚
生
労
働
省
の
発
表
に
よ
る

と
、
障
害
者
施
設
で
の
職
員
等
に
よ
る

虐
待
は
調
査
開
始
以
来
、
過
去
最
多
と

な
っ
て
い
る
。
本
区
の
現
状
は
。

答
平
成
25
年
か
ら
29
年
の
５
年
間
で
虐
待

認
定
を
し
た
件
数
は
17
件
で
あ
る
。
障

害
者
福
祉
課
が
障
害
者
虐
待
防
止
セ
ン

タ
ー
と
し
て
通
報
の
対
応
等
を
す
る
と

と
も
に
、
虐
待
防
止
研
修
等
の
実
施
を

し
て
い
る
。
ま
た
、
緊
急
一
時
保
護
を

必
要
と
す
る
障
害
者
の
た
め
に
居
室
の

確
保
を
し
て
い
く
。

問
Ｄ
Ｖ
や
児
童
虐
待
に
よ
る
死
傷
者
の
報

道
は
絶
え
る
こ
と
が
な
く
、
ま
す
ま
す

深
刻
の
度
合
い
を
増
し
て
い
る
。
区
の

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
は
。

答
Ｄ
Ｖ
で
は
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
区
や
関

係
機
関
の
相
談
先
を
記
載
し
て
周
知
を

図
っ
て
い
る
。
虐
待
に
つ
い
て
は
、
24

時
間
つ
な
が
る
「
し
な
が
わ
見
守
り
ホ

ッ
ト
ラ
イ
ン
」
を
設
置
し
、
通
報
・
相

談
を
し
や
す
い
環
境
を
整
備
し
て
き
た
。

［
そ
の
他
の
質
問
］

　
・
防
災
に
つ
い
て

　
・
子
ど
も
に
や
さ
し
い
ま
ち
品
川
を
目
指

し
て

　
・
住
み
や
す
い
品
川
区
の
実
現
に
つ
い
て

高
橋　
伸
明　
議
員（自

・
未
）

松
永
よ
し
ひ
ろ　
議
員

（
民
・
無
）
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特別委員会の活動
１月～3月

1月から3月までの委員会の
主な活動は次のとおりです。

常任委員会の活動
１月～3月

1月から3月までの委員会の
主な活動は次のとおりです。

総務委員会
1月22日	� 報告6件（住宅宿泊事業法の施行など）に 

ついて質疑。

2月26日	 議案審査（6件）。 
	 請願審査（1件）。

2月27日	� 報告3件（平成30年度組織改正（案）など）に 
ついて質疑。

区民委員会
1月22日	� 報告9件（荏原第四区民集会所の4月からの 

利用など）について質疑。

2月26日	 議案審査（1件）。 
	� 報告1件（品川区文化芸術振興協議会準備会）

について質疑。

2月27日	� 「都市型観光について〜国際化対応・商店街の
魅力増進〜」をテーマに、調査・研究。

文教委員会
1月22日	� 報告 5 件について質疑。
	� 「しながわネウボラネットワークついて」を 

テーマに調査・研究。

2月26日	� 議案審査（9 件）。 
請願審査（1 件）。 
報告 1 件について質疑。

2月27日	� 報告 7 件（平成29年度品川区教育委員会の 
事務事業の点検および評価報告書など）に 
ついて質疑。

建設委員会
1月22日	� 陳情審査（1 件）。
	 報告 4 件について質疑。

2月26日	� 議案審査（4 件）。
	 請願審査（3 件）。
	 報告 2 件について質疑。

2月27日	� 報告 9 件（中延一丁目区営住宅および従前居住
者用住宅の竣工など）について質疑。

厚生委員会
1月22日	� 報告 3 件（品川区立発達障害者支援施設　就労

支援事業の変更など）について質疑。 
「障害者支援について」をテーマに調査・研究。

2月26日	� 議案審査（12 件）。

2月27日	� 請願・陳情審査（4 件）。
	 報告 3 件について質疑。
	� 「国民健康保険の都道府県化について」を 

テーマに調査・研究。

3月15日	� 議案審査（1 件）。

行財政改革特別委員会
1月23日	� 「区有施設、公有地等活用に関すること」を 

テーマに、調査・研究。
	 東京都児童相談センターを視察。

2月28日	 請願・陳情審査（3件）。
	 「基礎自治体のあり方に関すること〜地域共生
　 社会について」をテーマに、調査・研究。

オリンピック・パラリンピック
推進特別委員会

1月25日	� 「障害者スポーツの推進に関すること」をテーマ
に、調査・研究。			 

	 ブラインドサッカー出前体験教室に参加。

3月1日	� 請願審査（2件）。 
「文化プログラムの推進に関すること」をテーマ
に、調査・研究。			 

	 報告1件について質疑。			 
	� 味の素ナショナルトレーニングセンターおよび

国立スポーツ科学センターを視察。

予算特別委員会
　予算特別委員会は、3月5日から19日のうちの計8日間
にわたり平成30年度予算および平成29年度補正予算の
審査を行いました。最終日の3月19日には、平成30 年
度予算について、各会派を代表して10人の委員が各会計
歳入歳出予算の全般にわたり総括質疑を行いました。
その後、各会派より意見表明を行い、採決をしました。

（各会派の意見表明は、4 〜 5 ページに掲載。）
　総括質疑における質問の要旨は、以下のとおりです。

〈総括質疑〉
本多 健信 委員（自・未）
交渉力、ふるさと納税、大学との協働の推進、土木費にお
ける都の受託事業、五反田ゆうぽうと跡地等について

伊藤 昌宏 委員（自・未）
区政のＩＣＴ化推進（ＩＣＴ推進計画等）、防災対策（災
害時協定締結団体の活用等）、家庭支援等について

つる 伸一郎 委員（公明）
地域共生社会（第３期品川区地域福祉計画の位置づけ等）、
ＡＥＤ（根拠法令、区内設置台数等）について

たけうち 忍 委員（公明）
避難所の強化、地域危険度の改善、特殊詐欺対策の強化、
子どもたちの安全対策について

のだて 稔史 委員（共産）
道路問題（立ち退きを迫られる家の棟数等）、超高層再開
発（まちづくりの進め方等）、障害者福祉について

中塚　亮 委員（共産）
羽田空港機能強化に伴う品川区上空低空飛行ルート（タウ
ンミーティングでの区長の発言等）について

木村 けんご 委員（民・無）
健康づくり推進委員会、しながわ家庭エコチャレンジ、
SHINAGAWA“もったいない”プロジェクト等について

大倉 たかひろ 委員（民・無）
防災（非常用発電機の設置状況等）、シティプロモーショ
ン戦略の策定、教育事業等の情報発信等について

須貝 行宏 委員（無品）
特別区民税（増加している理由等）、シティプロモーション、
保育士処遇改善事業、介護の崩壊について

田中 さやか 委員（ネット）
子どもたちの防犯対策における警察・区の連携、羽田増便
計画、区民への周知等に対する区の考え方

※総括質疑の様子はホームページからご覧いただけます。
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品川区議会議長あてに提出された請願・陳情について、結果をお知らせします。
請願・陳情についての議事内容等は、各付託委員会の会議録から確認できます。
会議録は、区議会ホームページで公開しています。なお、校正完了前は、速報版での公開となります。

請願・陳情の結果   平成30年第１回定例会

※�採　　択：区議会として、ご希望に賛同します。　　　趣旨採択：区議会として、ご希望の趣旨には賛同します。
　不 採 択：区議会として、ご希望に賛同しかねます。　継続審査：区議会として、引き続き慎重に審査します。

採択し、区長に報告を求めた請願・陳情について
　本会議で採択し、区長に報告を求めた請願・陳情について、次のとおり報告がありましたので、
お伝えします。

付託委員会 請願・陳情件名 受理番号  結 果※

総務委員会 核兵器禁止条約への参加・批准を政府・国会に求める意見書の採択を	
求める請願

平成30年
請願 第6号 不採択

厚生委員会

国民健康保険料の負担軽減を求める請願 平成30年
請願 第2号 不採択

国保料引下げと過酷な取立て中止を求める請願 平成30年
請願 第8号 不採択

受動喫煙防止条例の早期制定に関する陳情 平成28年
陳情 第5号 継続審査

品川区における、バランスのとれた受動喫煙防止対策を求める陳情 平成28年
陳情 第6号 継続審査

東京都品川区における、バランスのとれた受動喫煙防止対策を求める陳情 平成28年
陳情 第7号 継続審査

品川区における受動喫煙防止に関する陳情 平成28年
陳情 第8号 継続審査

荏原地域に障害者施設の整備に関する陳情 平成30年
陳情 第3号 継続審査

品川区公式ホームページにおける障害福祉関連ページの充実を求める陳情 平成30年
陳情 第4号 継続審査

建設委員会

コミュニティーバスの運行に関する請願 平成30年
請願 第9号 不採択

京急北品川駅の高架化に関する請願 平成30年
請願 第10号 不採択

区画街路と京急北品川駅の広場建設に関する請願 平成30年
請願 第11号 不採択

東五反田一丁目全域を放置自転車禁止区域に指定することを求める陳情 平成29年
陳情 第15号 継続審査

文教委員会 認可保育園入園のための制度改善を求める請願 平成30年
請願 第7号 不採択

行財政改革
特別委員会

２０２０年実施計画に基づく「品川上空飛行ルート」の中止を国交省に	
求める請願

平成30年
請願 第1号 不採択

羽田空港増便による低空飛行について、国交省に対する区の対応に関する
請願

平成30年
請願 第5号 不採択

羽田離着陸新ルート計画中止を求める陳情 平成30年
陳情 第5号 不採択

羽田新ルート計画について、区長の国交省交渉の全容を明らかにするよう
求める陳情

平成30年
陳情 第7号 継続審査

オリンピック・
パラリンピック
推進特別委員会

第３２回オリンピック競技大会（２０２０／東京）の開会式に競技施設等の	
工事従事者の入場行進等のセレモニーを求める意見書提出に対する請願

平成30年
請願 第3号 趣旨採択

第３２回オリンピック競技大会（２０２０／東京）における競技施設等工事にお
いて、労働災害防止および「持続可能性に配慮した調達コード（長時間労
働の禁止等）」順守の徹底を求める意見書提出に対する請願

平成30年
請願 第4号 継続審査

品川区障害児・者福祉計画の策定時における当事者の参画機会の確保に関する請願
（請願項目❶）

　３年ごとに行われる「品川区障害福祉計画」および「 品川区障害児福祉計画」策定の際、 全障害児・者を対象と
するニーズ把握調査を実施すること。

（請願項目❷）
　計画策定のプロセスにおいて、要所要所で区民への説明会を開くとともに、多くの当事者等に意見を聞き、意見
交換をする場を設けること。

請願項目❶について
　障害福祉計画の策定にあたっては、今回については策定スケジュールが厳しいため意向調査を実施することが難し
いところです。
　このため、日々の相談業務の中で把握している二ーズを反映させるほか、請願を受けて、 新たに障害者団体等へのヒ
アリングを実施いたしました。
　ここでいただいたご意見も参考に第 5期の障害福祉計画に反映させてまいります。
　なお、第 6期障害福祉計画においては策定の前年度に意向調査を実施するとともに、その結果を計画策定に反映で
きるよう早い段階で自立支援協議会に説明してまいります。

請願項目❷について
　第 5期の障害福祉計画については、素案が固まった段階で障害者 7団体協議会の役員および障害者相談員への障害
福祉計画素案説明会を実施します。
　そこでのご意見も合わせて自立支援協議会に諮ってまいります。また、 12 月にパブリックコメントを実施し、より
多くの皆様のご意見を伺う場とするとともに計画へ反映いたします。

障害者福祉課窓口の対応に関する改善の陳情

　「障害者福祉のしおり」の障害者福祉に関する改定内容について、窓口の職員が説明できるよう職員の指導を徹底し
てまいります。
　その方法として、障害者福祉に関する主な変更点について項目および内容を文書化し、課内全員に周知徹底する	
ことで区民の方からご質問を受けた窓口対応職員がお答えできるよう取り組んでまいります。
　また、窓口対応職員がお答えできない状況が生じた場合でも、他の職員や上司につなぐなどの連携ができるように
取り組んでまいります。
　なお、陳情者様には謝罪した上で障害者福祉に関する主な変更点についてご説明させていただきました。

目黒川デッキに関する陳情

　（仮称）目黒川デッキにつきましては、北品川五丁目第 1地区第一種市街地再開発事業に伴い、事業者である北品川
五丁目第1地区市街地再開発組合が、都市再生特別地区提案により都市計画に位置づけ整備する施設となっています。
　区としましても、デッキ接続は重要と考えており、同組合に対しては、関係者との早期のデッキ接続に向けた協議を
引き続き行うように指導しました。

視覚障害者の外出の安全・安心を確保するための対策を講じるよう求める請願

　障害者福祉課は、平成30年1月15日に視覚障害者福祉協会と意見交換を行い、今後は関連部署とともに検討の場を	
設けていくこととしました。



No.267　発行　平成30年（2018年）4月26日

2223

本会議・委員会の日程（予定）

＊本会議・委員会は傍聴できます。日程等は変更になる場合がありますので、事前に区議会事務局までお問い合わせください。
＊�本会議は区議会ホームページでインターネット生中継をしています。また、本会議は会議終了後おおむね１週間後にインターネット録画中継でご覧いただけます。

会　議　名 開　催　日　時

本 会 議

第 1 回臨時会 5月29日（火）午後１時

第 2 回定例会
6月28日（木）午後１時
6月29日（金）午前10時
7月11日（水）午後１時

議会運営委員会 5月21日（月）午後１時
5月28日（月）・6月27日（水）・7月10日（火）午前10時３０分

常任委員会

総　　務

5月14日（月）午後１時
7月 2 日（月）午前10時
7月 3 日（火）午前10時

区　　民

厚　　生

建　　設

文　　教

特別委員会
行財政改革 5月16日（水）午後１時

オ リ ン ピ ッ ク ・
パラリンピック推進 5月17日（木）午後１時

「もっと知りたい！」におこたえします
～区議会ホームページをご活用ください～

区議会ホームページ トップ画面（パソコン）

第21回議員研修会を開催しました
　平成30年２月２日に「区民と
コラボする品川区議会 ver. Ⅱ」
と題して、早稲田大学マニフェ
スト研究所の中村健事務局長を
講師としてお招きし、グループ
ワークを中心に、議会活性化の
ためのファシリテートスキルの
向上を目的とした講演をしてい
ただきました。
　今回の研修で学んだ内容は、議会報告会等における意見
交換の場で生かしていきます。

防災訓練を実施しました
　平成30年１月 24 日に、災害発生時の対応を目的とし
た防災訓練を品川区議会で実施しました。
　訓練は、東京湾北部を震源とするマグニチュード 7.0
の地震が発生した想定で行いました。
　議長の指示のもと、区議会災害対策本部会議を開催し、
議員の安否確認や地域情報収集、区災害情報の提供等の対
応について、確認をしました。また、これらの安否確認、
情報収集、情報提供等にタブレットを活用するなど、ICT
技術を積極的に活用しました。
　今後も災害発生時の区議会議員の行動のあり方につい
て、検討を進めていきます。

全国の地方議会が品川区を視察（平成29年度）
議員は、議会活動や政策立案等に役立てるため、先進自治体の様々な事業について調査を行います。
平成29年度は、全国から52件の視察を受け入れ、品川区が進める特色ある施策を視察していただきました。

月 来訪数 自治体名 主な視察項目

５月 ９件 ・所沢市議会会派
・札幌市議会会派 他

・中学校における合同部活動
・要介護度改善ケア奨励事業

６月 ４件 ・珠洲市議会教育民生常任委員会
・岡山市議会会派 他

・すまいるスクール
・産業支援交流施設ＳＨＩＰ

７月 ９件 ・胎内市議会厚生環境常任委員会
・長崎市議会議会運営委員会 他

・ヘルスケアタウンにしおおい
・議会の活性化

８月 ８件 ・鹿児島市議会会派
・八王子市議会会派 他

・感震ブレーカー設置推進事業
・認知症高齢者グループホーム入居者家賃助成

９月 １件 ・恵庭市議会総務文教常任委員会 ・小中一貫教育

10月 ５件 ・川口市議会会派
・知立市議会企画文教委員会 他

・産後の家事・育児支援ヘルパー等の利用助成
・多様な施設と第一日野小学校の複合化

11月 ６件 ・立川市議会会派
・大船渡市議会議会運営委員会 他

・町会・自治会の活動支援の推進
・議会改革の取り組み

12月 １件 ・京都市会会派 ・義務教育学校

１月 ７件 ・練馬区議会会派
・米子市議会会派 他

・しながわ防災体験館
・中小企業の事業承継支援

２月 ２件 ・野々市市議会会派
・久留米市議会会派

・しながわ子ども食堂ネットワーク会議
・オリンピック・パラリンピック機運醸成事業

計 　52件（のべ 323人）

講師 中村 健 氏

❶

❷

❸

区議会の活動→本会議の予定・結果に、本会議で
の議案の内容等を掲載しています。

　議案の内容❶

もっと
知りたい！

会議録検索から、本会議・委員会等の会議録を 
ご覧いただけます。

本会議・委員会の会議録❸

もっと
知りたい！

インターネット中継から、質問の様子を 
ご覧いただけます。（別画面が開きます。）

代表・一般質問の内容❷

もっと
知りたい！
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問い合わせ／区議会事務局 電話03-5742-6808

議会報告会を
開催します！

第
３
回

● �

来
て
見
て
聴
い
て
、
議
員
と
と
も
に

　 

区
政
を
語
り
ま
し
ょ
う
。

● �

あ
な
た
の「
も
っ
と
知
り
た
い
！
」に

　 

直
接
お
応
え
し
ま
す
。

日時／平成30年5月11日(金)　午後 6:30〜午後 8:30
　　　　　　　　　　　　　  　(開場／午後 6:00)

内容／● 議会のしくみ  ● 議会改革の取り組み  ● 委員会報告
　　　● 意見交換会  テーマ「品川の魅力発見！」

会場／きゅりあん７階　イベントホール

◉ 入場無料(途中入退場可) ◉ 当日、直接会場にお越しください
◉ 手話通訳・要約筆記・保育スペースあり

昨年の議会報告会の様子


